


漫画を読む上で伝えるべきこと！！

１　この漫画は右から左へと読んでください。

 
この漫画はセリフは横文字で書いていますけど、従来の縦読みのコマ割りで、進んでいます。

その状態を頭へ入れて右から左へと読み進めて行ってください。

 
２　この漫画は途中読み辛い部分も多くあります。

 
この漫画は原稿をスキャナーから転写して、更にサーバー上へ転写する上で、画像の劣化を見う

けます。

その条件を考慮の上読んでください。

画像上の劣化を原因とするグラデーションは出来るだけ消去をしようと試みましたけど、薄くす

ると線は殴り描きしたように汚くなったり、ベタ部分も染めた後を浮上させてしまう状態だから

、スキャナー上の調節は一切せずしてサーバーへ原稿を転写しました。

 
３　この漫画はペンはゲルインキペンを使用して用紙はインクジェット用紙を使用しています。

 
この漫画は紙資源の不足を考慮して、従来の墨汁とかケント紙を使用せず、安価をもって更に高

性能のゲルインキボールペンとインクジェット用紙を使用しています。

ゲルインキペンは安定した線を描けて、インクジェット用紙はそのインクを滲ませずして、吸着

していい線を残します。

 
以上です。

 
源光（みなもとひかる）YOKOTASAKKA記す。
 





















































































































解説

一時ウェブ上を賑わしたデビットアイクの「レプティリアン・ブラザーフット計画」を存じてい

るだろうか！？

この説はあまりにも奇怪すぎて殆どの方には受け入れられていない。

要約して言えば、遥か昔シュメールと言う地へ入植した、トカゲ型宇宙人レプティリアンは自分

らの住みよい場所にする目的で、類人猿と自分らを異種交配させて、ルルと言う白人型奴隷を造

って、自らは支配層にシェイプシフトして、その白人型奴隷を操っている！？と言う荒唐無稽と

言える説だ。

９１１テロはその一大計画のひとつで、その一連の事件を指揮したB大統領は、レプティリアン
のシェイプシフトした姿だとおっしゃっている。

もちろんいきなりこう言われても、とても信じられないものだけど、理屈はあまりにも通って

いる。

シュメール出土品に見られるトカゲの頭を持った人類の土偶だ。

学会はどうしたことか、その出土品を、積極的状態で前面に出していないのだ。

そのトカゲの頭を持った土偶は世界のあらゆる場所で見つけられている。

日本でも青森の遮光器土偶は、見ようによっては、瞼を中間で閉じらせている爬虫類の特徴を感

じる。

更に青森付近で見うけるアラハバキ王朝は、ハバキとはとかげを意味するものだから、その状態

を顕著に表しているものと見うける。

このような状態を吟味すると真実性は７〜８割くらいあるんでは！？と見ている。

問題は彼らじたい本体を我々の前に見せて貰えない状態だと、単なる妄想にしか発展しないこ

とだ。

実証をされなければ、ある者もない者とされるから、妄説と片付けられるこの説は、ある意味で

危険と言える匂いを感じざるを得ない状態となる。

どうしてかと言うと、この説を実証することの出来るのは、彼らだけだからだ。

彼らさえ我々の前に実態をさらけ出せば、信じざるを得ない状態となる。

もっとも信じない方は、ぬいぐるみを着ているとか邪推して、あくまで信じないものと思う。

もしその時期を到来させたとき、その状態を受け入れられるよう、この漫画を描いたとすると納

得をされるだろうか！？

どっちにしてもこの漫画は、グロテスクなホラー漫画だけで片付けられない！？広い視野を皆さ

んへ与えられると思っている。

スターウォーズとかのレベルを目標に置いていると言うとふてぶてしいだろうか！？

このストーリーを私は思いついたとき漫画で描くか小説で書くか大いに悩んだ。

日本ではSFは前とは異なって、現代では市民権を得ていないようだ。
小説を読むには体力を要する。

だけどもだ。



漫画を読むには体力を要さないから、出来るだけ多くの方に目を通して貰おうと思い、このメデ

ィアを選んだ。

だけども描くのはひたすら体力を要する。

最初はと言うとネームから叩き台を造って、スタッフとディスカッションして、OKをとったら草
稿を造り、それでOKとなったらペンを入れて！？と言うややっこしい工程を得ていく。
だからだ。

漫画から小説家と言う方は多くいるけどその逆はそうないような状態だ。

漫画のメリットは光景を映像で表現出来るから細かく繊細な表現を可能とする。

レプティリアンを表現するとなると映像に軍配は挙がるだろう。

だけども興味ない方はそら読みしてしまう恐れさえある。

後はと言うと！？

描写の行き過ぎによってトンデモナイ批判を受ける可能性さえあるところだろう。

私は最初はグロテスクをもっとうにして腕を振るおうなんて思ったけど！？

反感をいだかれると、本末転倒となってしまうから、内臓とかの飛び出るのとかは制限する状態

にした。

後は不要なグロテスクさは無いようにして背後にいろいろな人間模様を織り込んだ。

小説でもそうだけど私のものへ出てくる主人公は、デリケートで、いろいろ苦悩するキャラクタ

ーを出しているのはこのストーリーでも同様と言える。

自分の体内へレプティリアン２体を憑依させて！？

日本を滅ぼす巨悪と戦う嵌めとなってしまう主人公へ私でさえ同情を隠し得ない状態だ。

だけども若いと言うのは苦悩するけど何でも成しえる可能性を持っている。

そしてだ。

身体能力さえ達者だ。

アンドロメダ評議会派遣捜査官ギルは、この状態を頭に置いて、この本編の主人公の牟田龍造を

選んだと思う。

と言うかこのキャラも私の反映だとも言える。

このSF漫画の感想へ皆さんはいろいろ持っていると思う。
だけどもこの漫画のような状態はどのSFよりも実際生じる可能性のあるものなのだ。
いろいろな出土品を元とする状態でストーリーを組んでいる。

その出土品に沿ってシミュレーションをしたものとすると、この世界は、皆さんのすぐ近くで生

じている現実と受け取っていいものと思う。

笑ってはいられないのだ。

このストーリーは事実！？と言える。

 
源光　昼にたわむる！？
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